









































































ンタビューの時間、場所、回数に関する実施計画の 4点である（Merriam 1998:122参照）。 
インタビューの質問項目として情意面、ストラテジー、学習背景・経験、教師に求めるものの 4つの観点を立て、そ
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   作文をする時文法と漢字が必ず必要になるからできなかったことができた時の喜びを味わっている途中だと
思います。（作文） 
   日本へ来て作文に興味を持つようになった理由は耳で覚えた日本語を字という形で表現することが楽しいか
らです。（作文） 
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